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奈良 0人 と自然の会
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川井 秀夫

リサイクルについて、少しタイムスリップして江戸時代の話をしてみ
よう。

当時のお江戸は、人口100万少しの世界一の大都市であり清潔な町であった。あらゆ

る物が再使用 (リ ユース)、 再利用 (リ サイクル)さ れていた。

例えば家庭から出る「灰」は「灰買い」が回収し「灰間屋」
に、灰間屋は需要者に売

ったり、「灰市Jで転売する。使途は様々で、酒造の麹作り
の種麹に木灰を利用したり

蒸米にふりかけ麹音だけ増殖させたり、色を透明にする為、酸味
の調整に利用したもの

である。

また、製紙原料に反汁を加え純度を上げ、分離しやすくする。染色
・ 陶器作りの釉薬

とか、食器・衣料の洗濯もしていた様である。この時代tこ の他に挙紙員拾
い、紙屑買

い、古着屋、古樽買い、等々。鋳掛けや、瀬戸物
の焼け接ぎ屋、下駄の歯入れ屋、研ぎ

屋などリサイクル業者が戦前まで往来していたのが懐かし
い。

火事は江戸の花とも言われ、こみと燃えかすの残土は江戸湾
(東京湾)の埋め立てに

利用されたと言う。 (面積は38万坪、甲子園球場 32個分)

現代はどうか。                   ゛

産業廃棄物 (3億 9300万 トン)は比較的均一なものが多く、再生利用がし易く1億

8200万 トン (46%)が リサイクルされている。

これに対して一般廃棄物 (5161万 トン)の リサイクル率は15.9%に 過ぎない。

一例を挙げるとペットボトル。PET(ポ リエテレンテレフタレート)の 日本の生産

量は130万 トン、うちペツトポトルの生産量は44万 トン (H15年度)、 500耐
の

ポトルに換算して年間 110本使った事になる。容器リサイクル法が施行されて、リサ

イクル率が上がったとして、 500011を解禁して生産量を増加さ
せたが、回収量は増加

したが、ごみになる量は減ってはいない。

行政は資源化する為に、ポトルを回収すれば費用 (税金)の み
が増え (資源fL貧乏)、

リサイクルする事ですべて良しとする誤り (リ サイク
ルめ免罪符)を犯している6

前月号で日本は4Rの実現を提唱しているが、この事例 (他にもア
ルミ缶・ 紙パック

古紙 0食品廃棄物 等)を見るだけでも、余計なものは買
わない『Refuse』 を生

活スタイルの改善に、「Repair」 修理・修繕も加えるべきかと筆者は思う。

私の環境問題の仲間にTさ んと言う方がおられます。毎朝、
淀川河畔をジョギングさ

れていますが、心ない人のタバコの吸い殻を拾い集めてお
られます。毎日1千李近くが

袋に集まり減る様子も無い様Fす。ここにも市民の意識のなさ
が垣間みられます。

どこまでいっても「 ごみ天国 日本」。未来は悲し
いですなァ.

次号では宇宙のごみを取り上げます。
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上記のものは出来れば少し高めに (ネ コ対策)雨のかからない軒下がベストです

★ 巣箱・・・来春お伝えします
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★ ツメレング (ベンケイソウ科)の花が新薬師寺の外壁の瓦の上に咲いています. 林

★9/9竜田公園近くで飼育している鳩が50羽位旋回していた時、チョウゲンボウ (ハヤ

ブサ科)がその群れの中に何度も突っ込み群れを散り散りにしていました。

★9/25三室山の神社でシマツユクサ (淡紫色ほとんど白)が咲いていました。 勝田

④ 適当な大きさに丸めて出来上がり・・・くれぐれも一度に沢山やりすぎないで下さいネ

★エサ入れ・・・ ペット・ボ トル、牛乳パックで手作りもよい。 (図参照)
★ 水・・・水浴びもしますので汚れていないか注意。
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春日原始林切割道自然観察会に参加して 人尋 ハル

自然と仲間の中に「立ち入り禁上の照葉樹林帯を観察 ミステリーな出会い」こんな記事を見て

参功日しました。

南円堂の横で、今日のコース説明の後、早速そばのクロマツの枝に寄生しているマツグミを観察。

11月 頃になると果実が赤く熟して美味しいとのこと。春日大社周辺にはオオバヤドリギ、ヒノキバヤ

ドリ為 常緑樹に寄生しているそうです。次に、猿沢の池に出ました。池の中に大きな丸太が2本レ

ンコンの切り目に似た模様を見せて浮いていました。レンコン腐れ菌の作る技だそうです。本当か

な?4種の亀がいると聞きましたが、見えたのは、唯の一匹でし
'電

御影堂のある鷺池を通り、飛火野へ向かいまし,電 天然記念物のシカがすつかり食べつくしてい

る芝には糞がやたらと多い。けれど人手勧 ):カヂにこのすばらしい風景がわるならシカに感謝しな

ければならないのでしょう。真ん中ほどに、明治天皇が植樹されたクスノキが、金網に囲まれて美し

い樹形で生えていましに奥のほうに進んでα と、樹幹が空漏になつた奇形な姿のクスノキがあり

ました。雷に打たれても打たれても生き続けているとかで、名本ともてはやされてはいても、痛々し

い気がしました。次にナギの大本を観察しました。シカが食うないうえ陰樹なため、高木の下でど

んどん成長を続けてゆきナギ林が広がっているのです。鹿園のそばで一体

み。シカの頭数と寿命のクイズ。約1200頭 内メスが7～ 8割。15年、が答え

でした。          (
表参道に出て、春日大社へ進みました。ここでは、樹齢600年とも800年

とも言われている、花房が1メートルにもなるフジ棚を見ました。こんなに長い

花房が、2000本も垂れ下がつた年もあるらしく、さぞかし豪華絢爛だつたことでしよう。花の季節に

是非訪れたいと思いました。私には初めて耳にするキササグの果実を

見ました。

午後からは、いよいよ春日山原始林をぬけて若草山をめざします。

ヤマヒルが多いので用意して頂いた食塩水を足にふりかけてスタート。

道の真ん中を一列縦滞になり、下ばかりを見て歩いてゆきます。時々

ワーと声が上がる。カマクビをもたげたようにしているヒルを見つけたら

しい。「皆さん下ばかり見ていたのでは観察0ませんよ」とスッタどの声.多くの巨本大本があつた

らしいけれど私は見過ごしてしまいまレL山の斜面に2つ3つアニメにでてきそうな真つ赤なかわ
いい姿のタマゴダケをスタッフに見つけて貰ったときは、皆■コニコ顔でした。

汗だくだくでたどりついた若草山は一面緑のススキが風に揺れて一時暑さを忘れさせてくれまし

た。コンクリート作りの市街地の手前に照葉樹に田まれた興福寺の五重塔には心が和みます。

ミツマタの花を小さくしたようなコガンピやナンキンハゼの幼木を気にしながら一気に山を降りま

し

'こ

せつかくの原始林なのに下ばかり見ていたことが、何としても心残りでしに

奈良公園を誇らしそうに案内してくださり、またいろいろな準備をしてくださつか タップの皆様あ

りがとう御座いました。

3



【行事報告】

9月例会 春日山原始林自然観察研修会
担当 弓場厚次 寺田正博

(一部通行禁止道を県の許可を得て実施)

実施日 9月 19(祝) 9時 30分より

観察場所 奈良公園、春日山原始林  晴れ時々曇.蒸し暑い。開始時 27℃

観察コース

9時 30分近鉄奈良駅集合:興福寺南円堂横に移動し、参加者登録、確認。

コース説明、参加心得等を確認して観察会開始する。

な沢池～興福寺五重の塔～春日大社一の鳥居～鷺池
ん飛火野～鹿苑～春日大社～

春日若宮社～天然記念樹 イチイガシ前 12時。食事.ヤマビル対策 (万全 ?)

12時40分出発、春日山遊歩道～春日山原始林 切割道 (普段通行禁止道)～

若草山山頂 2時着 ～下山～山麓 3時。反省会後 3時 30分解散.

全員事故、怪我、ヤマビル被害も無く楽しい研修会でした。

参加者 39名
市村勝也 林令子 志水明子 小森清道 弓場京子 野田陽子 小山直方 齋藤和子

大林正志 (V) 遠藤浩子 (V) 曲下恭子 (V):高同淳子
.(V).福谷れい子

木村きぬ子 田中暉英 小日進八郎 小田久美子 中畑進 本郷洋一郎 城戸加代子

川井秀夫 柳田弥知子 川岸美子 前木由紀子 吉村さつき 宮澤喜代子 西健吉

山崎節子 勝田均 勝田緑 明石嘉一郎 木村洋子 (V) 山田洋子 砂 山昭子

豊田正生 八尋ハル 小嶺敏勝 弓場展夕
´
寺田正博。 順不同

社会貢献事業参加 (黒髪山CIF自然塾支援活動)

・
竹 良 を焼 こ う。 ノ ーメ ン流 ι もあ るよ

ノ ノノ

日程 :8月 28日 (日 )AM 1900-1530 於 黒髪山 C/F

入塾者 :子供 37名。保護者・一般参加の保護者 17名。

運営 :運営協議会講師 6名 .スタツフ 6名。人と自然の会 6名9*今回の計画は

自然塾の運営会立案の具体案に参加したものでく人と自然
の会としては、運営準行

上のスタッフとして支援を行つた。

昨前の剖

受付終了後、先ずはオリエンテーシヨンに依つて、危険な行為禁
止。危険な区域の出

入り注意。蜂・填の出没に対する注意喚起.茨巌 講生を2分し、A班は竹
の伐り出し

へ。B班は準備してある竹材を食器と箸に加工することにし、各個人の分を作る。
40

分経過した頃に、A班が帰つて来るや、B班が交替で竹伐りに出発する。
A班は交替

して各自の食器と箸を作る。午前の部では、工具の取り扱
いに対する注意と伐つた倒

竹の下敷きにならぬ様、ロープの引つ張りを指導する。

腱食の剖 (ソ
~メ ン流し)

本班・B班が伐り出した竹材を利用して、ソーメン流し
の設備を、3人のスタップで組

んでいたが、定刻 12時 10分になつても完成しない。現地を
のぞくと、橋脚の組み方・

勾配のとり方 。流水の量等、全て未経験による為の遅れとな
つていた。一見容易に見

えるこの「ソーメン流し」も、若し当会で他のイ
ベントで応用するとしたら、担当者

でシミュレーションをしておく必要を痛感したものである。
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許後の剖  (竹炭の窯出し '竹割り→窯詰め)

窯出し作業に先立って、炭焼きの原理・工程 `及び製品の効能・利用方法等を、別刷

りの資料に依り講師から説明があり、その多様さに驚いていた。この後一同は窯前に

移動し炭出しを見守る。出炭の品評後、 2ケずつを袋詰めし、各人のお土産とする。

竹割りに就いては全体を4班に編成し、各人が平均 2本割れる様、予め伐つてある

材料を配置する。竹割の治具に就いては、二つ割から～六つ割りまで4種類が取り揃

えってあったが、竹の外径・肉厚等を勘案して使用せねばならぬので、炭焼きの経験

者に依つて、治具別の該当竹を整理しておけば、参加者に対する体験作業も効率良く

捗るものと思われた。

今回は少量であつた故、年長者に厚肉・大径。年少者に薄肉。小径と対応したので、

竹割の手応えに満足した様だつた。窯話めは割つた竹を焼き窯の前に搬入し、スタッ

フが行つている窯詰め作業を見学し、希望者はスタッフの指導で詰め込みをした。

考察 :① 本国のハイライトは、窯出しで出された「ガマの穂」であろう:!
スタッフの面々が、窯出しに備えて昨日からの泊り込みの産物であつた。

②  「ソーメン流し」と一口に言うが、然れど「ソーメン流し」である。

'笏 いろい

こゴん ぐ 19  (団 未 )
プナ科のカシ・クヌギ・カラ・シイ 。などの実の総称.

寺田正博

堅くて椀のような帽子 (殻斗)をかぶっている。特に、クヌギの実をさす場合と、コナラ

類の実をさす場合がある。_またシイの実を含める場合もある。
《語源》 諸説があり、トチグリ (橡栗)の音便訛、ダングリ (団栗)の意、この実を
独楽にして遊んだところからその古名ツムグリの転、朝鮮語のトングルダ (丸い)が関係
していることばなどが主である。クリは「栗」のほかに「錯」の字があり、この譜とは

黒色。クリは『釈日本紀』にあるように「くり (句難)とは石をいふなり」とあリクロ

(黒)と通じており、堅い『黒い海の石」とも解釈できる。したがつてハマグリは形が栗

だが、性質・特性は「黒い海の石」ということになろう。ここから、色についても読み取

れ、クリは「黒い色で堅い実」がイメージできよう。

次にドンについては二つの考えができる
=:そ
の一つは「団」を当てているように「丸い

もの」を意味し、丸い固まりが団だ、とする考え方。第二はドングリは「とち栗の義」と

あるようにトチクリ (橡栗)からの変化とする見方である。『大言海』はこの説であると

基にある音からトチとドンヘの分化は不可能ではない。

また一方、朝鮮語のトングルダ (円い)、 蒙古語のトグリク (円 い)、 日本語トグロな

ど関係するいう説も重要るこのドングリの背景には「実」として食料となる地域、アジア

の各地にまたがる共通の地域の共通の要素となるトングル・ トグルという言葉は意味があ

ろう。すなはち、朝鮮語に代表されるトングルに名詞化するイがついてトングル十イでト

ングルイ、すなはちトングリとなり、今日のドングリとなったと考えられる。

以上を総合し、日本語のドングリは、古代からアジア各地の「円い実」を食料にしてい

る地域に共通する語根トングル・トグルを基礎にして出来上がっており、和語の分析では

トチグリの変化に相当する。と結論してよいであろう。

『語源辞典 植物編』 吉田金彦 編著
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